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　会員の皆様には、日頃より当会の活動に対し、格
別のご支援を賜わり、厚く御礼申し上げます。
　この一年以上に及ぶ新型コロナウィルス感染禍は漸
く下降局面に入ったかにも見えますが、この間、皆様、
そしてご家族様に何事もありませんでしたことを心より
念じている次第です。

　ご承知のように、本年度は活動を企画しては中止・
縮小・延期にせざるをえないという、かつて経験した
こともない、本当に残念な一年となってしまいました。
（詳細：別掲）
　その中で、紆余曲折の多かった、忘れられないこ
の一年を、せめて「年次会報」の中には記録として
残したい、なんとか会報の発行だけはしたいと考えた
次第でした。活動材料の少ない中、皆様にはコロナ
と闘われた日々を近況報告としてご投稿いただきたい
とお願いしたところ、沢山の方にご協力賜わり、本当
に有難うございました。
　お蔭をもちまして、ここに会報を刊行することがで
き、ホッとしております。この会報が、お互いの “元
気づくり” につながり、新しいスタートの踏切板にな
ればと心から願いながらお届け申し上げます。

　また、この一年で特筆すべきは、初めて事業として
取り組んだ「SNS（メールマガジン・LINE ＠）によ
る情報発信」が、300 名強の受信者を得て50 件も
の情報を配信できたことです。
　情報伝達が郵送だけでは十分に対応しきれない時
代の流れを考え、遅まきながら取り組みましたが、初
年度としては十分なスタートを切れたのではないかと
考えています。
　今後の目標は一にも二にも受信者を拡大することに
なりますので。ご登録がまだの皆様にはぜひ受信登

ご挨拶
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録をお願いいたします。（詳細：別掲）

　さて、いよいよ2021 年度の活動を真剣に考える
時期になりましたが、ご承知のようにコロナの感染禍
はワクチン次第の様相を呈し、引き続き全く予断は許
されない状況下にあります。
　「中止より再開がむつかしい」と言われるとおり、
この一年で社会も人も生活も、価値観も人生観も大き
く変わったことを念頭に、皆様のご意見をいただきな
がら、慎重かつ前向きに検討していきたいと考えてお
ります。
　現在の当会の目標は、「中堅・若手世代の参加の
拡大」に尽きますので、活動再開後も引き続きそこ
に焦点を当ててまいります。皆様のご理解、ご協力を
よろしくお願い申し上げます。

　一方、松江においては、この 4月、松江市内普通
科受験の学区制が廃止されてから、初めての生徒が
北高にも入学してまいります。この大きな変化に北高
も対応が求められています。そして、今年は明治 9
年の開学以来 145 周年を迎える年でもあり、この秋
にはその祝賀の行事も準備されています。
　このように、北高も双松会も今年は大きな転換期を
迎えますが、「不易流行」を基本に新しいスタートを
力強く切って欲しいと願っております。

　私たち近畿双松会も、全国の双松会員と心を一つ
にして、北高やふるさと松江・島根の発展に貢献した
いとあらためて思いを強くし、新年度の活動が再開で
きましたら、一年の中止を物ともせず、再び皆様と元
気にお会いできることを心待ちにしている次第でござ
います。
　皆様におかれましては、どうぞ引き続きご自愛賜わ
り、お元気でお過ごしくださいますよう心からお祈り申
し上げます。

　最後になりましたが、ご多用のところ、この会報に
ご挨拶を頂戴しました金津双松会会長様、常松松江
北高校校長様には深甚なる謝意を申し上げまして、
発刊のご挨拶とさせていただきます。
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　春爛漫、桜の季節を迎え、近畿双松会の皆様にはま
すますご健勝のこととお喜び申し上げます。平素は双松
会の事業の運営、活動に格別のご協力をいただき心よ
り感謝を申し上げます。
　昨年来、二度にわたる緊急事態宣言が発出された新
型コロナウイルス感染症の影響により、この一年、貴会
で計画されていた様々な事業も中止や見直しを余儀な
くされ、大変なご苦労があったことと推察いたします。
　一昨年の12月に中国武漢で確認された新型コロナ
ウイルス感染症が猛威を振るい、これほどまでに人類を
苦しめるとは誰が想像したでしょうか。予期せぬパンデ
ミックは世界中を混乱の渦に巻き込み、いまだ終息を
見通せない状況です。この上は一日も早くワクチン接種
と治療薬の開発が進み、そして、当たり前の日常が戻っ
てくることを願う次第です。

　外出や会員同士の触れ合いの機会が失われ、会員
の皆様におかれましては、さぞ息苦しい生活を強いら
れておられることと、あらためてお見舞いを申し上げます。
週末は「どこへ行こう」が「何をしよう」という思考回路
に変わるのは私だけではないかもしれません。
　コロナ感染症は人を遠ざける厄介な疫病で、ステイ
ホームによって自宅にとどまる時間が長くなれば、運動
不足やストレスで心身ともに健康面での悪影響も心配さ
れます。くれぐれもご自愛のほどお祈りいたします。

　しかし、耐えるだけで思考停止になっていては、時間
を浪費するだけです。新たな生活様式や感染防止策を
徹底し、常に笑顔で前向きに、むしろウイズコロナを前
提に、一度だけの人生を楽しく有意義に過ごすために
仲間や地域とどう生きるか考えることが大切だと思いま
す。
　今年の大河ドラマ「青天を衝け」の主人公で新一万
円札の顔、渋沢栄一の人生訓「不自由を世の常と思え
ば、別に苦情も起こらなければ　くだらぬ心配も起こる
はずがない。かくてその志すところの事に従うがよい」
という言葉を教えに、思い通りにならないことが普通と

ご挨拶
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きめて身を処すことで、明るい未来が開けてくるに違い
ありません。

　そして、こんなときだからこそ同窓の絆の大切さを考
えたいものです。双松会の会員は全国に散らばっていま
す。毎日、NHKのニュースで全国の感染状況が報道さ
れるたびに、会員の安否が気にかかります。コロナ禍を
契機に同窓会の形も変わるかもしれませんが、北高の
DNAを共有する者同士が励まし合い協力し合うという

「共助」の精神を今後ますます大切にしたいと思います。
　ちょうど今年からホームページも立ち上げ、双松会の
事業や会員の情報はもとより母校北高のホットな情報を
お届けできればと思っています。
　同窓生同士のご縁を大切にして、よりよい交流の機会
へと充実させ、これを活用していただくことで会員の皆様
の人生がより豊かなものになることと確信しています。
　先の見えない世の中、新型コロナウイルスという未知
の難敵に遭遇し人々は不安を抱えています。人間関係
が希薄になりつつある現代社会ですが、つながりこそ
が人が人を支える根幹です。同窓生の縁（えにし）の
糸をしっかりと結び大切に育てていきたいものです。そ
の一助としてホームページを活用していただければ幸
いです。

　地元島根はおかげさまで感染が抑えられ、母校北高
の生徒も万全な感染対策のもと元気に勉学にクラブ活
動に頑張っています。
　松江では高校の通学区制が今年から廃止され、より
学校の独自性やアイデンティティが問われることになりま
す。文武両道、質実剛健の「不易」を引き継ぎ、新し
い時代にマッチした学校づくりが始まろうとしています。
　どうか、近畿双松会の皆様におかれましても、遠い
関西の空の下から学校や後輩諸君にエールを送って
やっていただきたく存じます。
　今年11月には「創立145周年記念」事業が予定さ
れています。その際には、コロナ禍が終息し、たくさん
の皆さんと再会できることを楽しみにしております。

　最後に、今日の生きづらい世の中にあって、力になる
言葉を一緒に噛みしめたいと思います。

「あおいくま」　あ　・・・　あせるな　　
　　　　　　　お　・・・　おこるな
　　　　　　　い　・・・　いばるな　　
　　　　　　　く　・・・　くさるな
　　　　　　　ま　・・・　まけるな　
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　3月も半ばとなり、日ごと暖かさが増してくるように

感じます。今年の桜前線は、例年よりもかなり早目の

到来、との予想もなされています。近畿双松会の皆

様におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し

上げます。

　さて、まもなく令和 2 年度も終わろうとしています

が、この一年は「コロナ」に終始した年であった、と

言うのが皆様の実感だと思います。会員の皆様の中

にも、感染された方やコロナの影響によりいろいろな

面で苦しんでおられる方もあるのでは、と心配してお

ります。心からお見舞い申し上げます。

　学校現場も、一斉の臨時休業という、未だ嘗て経

験したことのない状況となり、全てが手探りの状態で

教育活動を維持してきました。もちろん、生徒たちに

とっても苦しく辛い一年でした。励みにして頑張って

いた県総体や甲子園県予選など様々な大会が中止と

なり、特に3 年生にとっては大きなショックであった

と思います。

　また、１か月半にも及ぶ自宅学習も、思うように進

められず悩んだ生徒も多くいたと聞いています。我々

教職員が、今までに生徒が主体的な学習姿勢を身に

つけられるように指導していたのか、そんなことが問

われる場面でもありました。

　しかし、学校が再開されると、感染症対策を講じ

ながらではありますが、少しずつ通常の教育活動を

始めることができました。様々な行事が中止になる中

で、「紅陵祭（学園祭）はなんとかして開催しよう！」と、

教職員・生徒が一致団結し、知恵を出し合って工夫

しながら3日間行うことができました。「３密」を避

けるなど、いろいろな制約がありましたが、生徒たち

ご挨拶
松江北高等学校 校長
常松　徹

は限られた条件下でも精一杯のパフォーマンスを見せ

てくれました。そして、コロナ禍で工夫した取り組みが、

今後にも活かせるのでは、と言う気付きもあり、実り

ある紅陵祭であったと自負しています。

　二学期以降は、部活動の各種大会も無観客試合な

どの工夫をしながら実施され、別掲の「北高十大

ニュース」に記載しましたとおり、素晴らしい成績を

納めています。また部活動ではありませんが、２年生

の橋本紗也加さんが、「2020 国際声優コンテスト「声

優魂」in まんが王国とっとり」で最優秀賞を、また、

１年生の坂本てまりさんが、「寛仁親王牌第 35 回童

謡子どもの歌コンクール　大人部門（中学生以上）」

で最優秀の金賞をそれぞれ受賞しました。今後もこう

した様々な分野で北高生が活躍してくれるものと期待

しています。

　ワクチン接種も少しずつ始まってはいますが、まだ

まだ先の見通しが立たない状況です。一日でも早い

コロナの終息を願うと共に、今年こそは近畿双松会の

総会で直に会員の皆様とお会いできることを楽しみに

しています。

　特に今年は学校創立 145 周年の記念すべき年で

す。そして、私も退職まで残り一年となりました。北

高の益々の発展に貢献できるよう尽力したいと思いま

す。会員の皆様も、今までと変わらぬご支援・ご協

力をよろしくお願いします。

＜※編集注＞
　常松校長先生から下記の 2021 年 3月15日現在

の大学受験結果の速報をいただきました。生徒諸君

の今後の人生にエールを送りたいと思います。

＜前期発表時点＞　※過年度卒を含む

・国公立大学 136 名

・�いわゆる難関十大学 22 名（東大 2・名大 3・…

京大 5、・阪大 3・神戸大 3・九大 2など）

・私立大学 285 名（早慶 4・関関同立 35など）

・医学部医学科 14 名（国公立 7・私立 5・自治医 2）
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2020( 令和２) 年度　松江北高校十大ニュース

▼令和２年３月卒業生の進路 
　国公立大学に165 名（既卒者を含む、以下同じ）が合格。そのうち、難関 10 大学 ( 北海道大・東北大・
東京大・東京工業大・一橋大・名古屋大・京都大・大阪大・神戸大・九州大 )の合格者は 17 名、医学部医
学科の合格者は６名でした。私立大学の合格者数は、延べ 391 名でした。

▼令和２年度がスタートしたのも束の間 ･･･
　4月8日に令和 2 年度がスタート、翌 9日の入学式で普通科 232 名、理数科 40 名の新入生を迎え、全校
生徒数 829 名、起雲館にある補習科生 14 名での新年度が始まりました。
　ところが、新型コロナウイルス感染症の蔓延を受け、緊急事態宣言が発令されたため、4月15日から5月
31日までの臨時休業を余儀なくされました。これまで経験したことのない状況の中、学校再開後に向けて校内
で会議を重ね、対応策を協議しました。授業時間数の確保のため長期休業期間の短縮や学校行事の大幅な見
直しといった対応をする一方で、生徒の健康管理や心のケアにも心を配りました。

▼県総体、インターハイをはじめ各種大会の中止あいつぐ
　高校 3年生にとっては、高校生活の集大成として臨むはずだった各種の大会やコンクールの中止が次 と々発表
されました。生徒たちは何ともやり切れない思いのなか、進路実現という次の目標に向かって、気持ちを切り替え
ていきました。
 
▼新しい生活様式のなかで
　６月１日から学校が再開しましたが、新型コロナ感染防
止対策として、マスクの着用、3 つの密（密閉・密集・
密接）の回避、ソーシャルディスタンス（フィジカルディス
タンス）の確保、手洗い・手指消毒、換気の徹底などの「新
しい生活様式」を取り入れながら、学びを止めないために、
ＩＣＴ機器の有効な活用方法を研究しつつ「新しい学び
の環境づくり」を進めています。

▼紅陵祭（学園祭）盛大に！
　今年度は、新型コロナ対策を徹底したうえで、生徒会執
行部を中心に工夫を凝らした企画を考え、8月31日から
9月2日の 3日間の日程で学園祭を開催しました。
　例年実施している１年生合唱コンクールは中止になりま
したが、そのかわり１年生 272 人による合同アートを作
成しました。最終日は体育祭で生徒は完全燃焼しました。
特に3 年生のページェント（野外劇）は圧巻でした。

▼部活動再開！　各部の活躍
女子ボート部：ダブルスカルで和田さん（2 年）、三井さん（2 年）が全国選抜大会出場権獲得
登山部：中国新人大会で団体女子 3 位
筝曲部：県高文連日本音楽コンクールで最優秀賞、令和 3 年度全国総文祭出場権獲得

（注）この記事は北高教頭・双松会事務局長の田村康雄先生（34 期）に特別制作のご協力をいただきました。
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放送部：ビデオメッセージ部門で優秀賞、令和 3 年度全国総文祭出場権獲得

自然科学部：口頭発表の部物理分野で最優秀賞、令和 3 年度全国総文祭出場権獲得

美術部：絵画の部で川本さん（2 年）、佐々木さん（1 年）が令和 3 年度全国総文祭に出品

将棋部：古志野君（2 年）、大畠さん（2 年）、下舞さん（2 年）、野尻さん（2 年）が全国新人戦出場権獲得

囲碁部：永田さん（2 年）が全国選抜大会出場権獲得

吹奏楽部：アンサンブルコンテスト中国大会金管八重奏の部で銀賞

百人一首かるた部：中国高校小倉百人一首かるた大会で、島根県チームの一員として団体準優勝

その他：・読書感想文全国大会出品（中里さん・１年）・高校弁論大会全国大会出場県獲得（内田さん・１年）

　　　    ・ビブリオバトル全国大会出場権獲得（野尻さん・2 年）・科学の甲子園全国大会出場権獲得

　　　    ・岩見さん（２年）が中国高校書道展で島根県教育委員会教育長賞、令和 3 年度全国総文祭に出品

▼理数科 1 年生隠岐島前研修
　本校魅力化の一環として10月7、8日の 1 泊 2日の日程で、理数

科 1 年生 40 名が隠岐島前研修に出かけました。世界ジオパークにも

選ばれた大自然の地域資源を活かした産業施設や離島医療機関など

における実習・体験・講義を通して、島根の魅力を再認識し、また、

隠岐島前高校の県外生を含む生徒との交流を通して、価値観を拡げ、

大いに刺激を受けることができました。

▼災害避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）研修
　11月、松江市防災安全部防災安全課のスタッフ他６名の方を講師

として招き、普通科１年生が、多様な人々と物資が集まる災害避難所

で、授乳室が欲しいといった要望や、受付に発熱者が来た場合の対

応など次々に起こる事態に対処しながら、どのように避難所を運営し

たら快適に過ごせるかをゲーム形式で学習しました。

▼寛仁親王牌第 35 回童謡こどもの歌コンクール大人部門　最優秀金賞受賞
　坂本てまりさん（1 年）が標記コンクールで最優秀の金賞を受賞しました。

　３つの部門に全国から計 5,500 組以上の応募があったなか、坂本さんは１次、

２次審査を通過し、11月22日のグランプリ大会に出場。澄んだ歌声を伝えよ

うとする姿勢が高く評価されての受賞でした。坂本さんは、小学２年の時に松江

プラバ少年少女合唱隊に入り、各種コンクールに出場。島根発のミュージカル「あ

いと地球と競売人」で主役を演じた経験もあります。

▼松江北高公式 Facebook move kita を開設 
   （「いいね」をお待ちしています）　…
https://www.facebook.com/ 島根県立松江北高等学校 -move-kita-115794323570536


